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次の問題の（1）～（6）の各問いに答えなさい。

★★★ （1）

★★★ （2）

★★ （3）

★★★ （4）

★★★★ （5） 　導線を磁針の上に置くと、磁針のＮ極は、ア、イどちらに動くか。

　まっすぐな導線に電流を流したところ、方位磁石が右の図のように
示した。電流は、どちらの向きに流れていますか。

　右の図のように、コイルを厚紙に垂直に取りつけ、コイルの中に磁
針を置いて電流を流しました。このとき磁針が指す向きを、次のア～
エの中から一つ選び、その記号を書きなさい。ただし、磁針は赤色
の方がＮ極を指すものとします。

　地球の磁界について述べた次の文の（　①　）、（　②　）に入る語の組み合わせとして適切なものはど
れか、次のア～エから一つ選び、その番号を書きなさい。

　現在地球上では、地球の北極付近が（　①　）になっているため、方位磁針の（　②　）が北を指す。

Ｎ極付近での磁界のようすを、磁力線で正しく表したものは次のうち
どれか。次のア～エから選び、記号で答えよ。

　　　　　　　　　ア　①Ｎ極　　②Ｎ極　　　イ　①Ｎ極　　②Ｓ極
　　　　　　　　　ウ　①Ｓ極　　②Ｎ極　　　エ　①Ｓ極　　②Ｓ極

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

3.電流と磁界

単元3 電流とその利用
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【実験1】

【実験2】

★★ （1）

★★★ （2）

★★★ （3）

★★ （4）

★ （5）

★★★★ （6）

★★★★ （7）

★★★ （8）
コイルを流れる電流が磁界から受ける力を利用して、コイルが連続的に回転するように工夫された装置
を何というか、その名称を書きなさい。

図2と同じ実験装置を用いて、コイルが動く向きを逆にするにはどのようにすればよいか、「コイル」とい
う言葉を使って簡単に書きなさい。ただし、スタンドとＵ字形磁石は動かさないものとする。

この装置を用いた実験で、コイルに流れる電流を強くすると、コイルに流れる電流が磁界から受ける力
の大きさはどうなりますか。簡潔に書きなさい。

次のア～エの中に、コイルに働く力の向きが、この装置を用いた実験とは逆になる実験の装置を示した
ものがあります。それはどれですか。その記号をすべて書きなさい

　図1のように手でコイルを固定して、棒磁石を矢印の方向に動かす
実験を行ったところ、検流計の針が左側にふれた。

　図2は、電流が磁界から受ける力を調べる装置を示したものです。

実験1のように、コイルの中の磁界が変化すると、コイルに電流が流
れる。この現象を何というか。漢字で答えよ。

実験1で、検流計の針を大きく振らせるためにはどのようにすれば
よいか。その方法を簡単に説明せよ。ただし、実験装置は変えない
ものとする。

実験1の検流計の場合と、同じ向きに針はふれるものを、次のア～
オからすべて選んで記号を答えなさい。

実験2で用いた抵抗器と同じ抵抗器を用いて、ＰＱ間が
次のア～ウのつなぎ方になる回路をつくった。それぞれ
の回路に電流を流すと、コイルの動き方の大きさに違い
が見られた。コイルの動き方が大きい順に並べるとどう
なるか。ア～ウの記号を左から並べて書きなさい。ただ
し、ＰＱ間の電圧は、すべて等しいものとする。
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